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平成 30 年度第１回ジオパーク下仁田協議会産業観光部会(報告) 

日時 平成 30 年 7 月 23 日（月） 午後 7 時 0０分～ 
             場所  下仁田町自然史館 

1  開 会 

2  挨 拶  

 

３ 自己紹介 

 年度切り替えにより役員改正でメンバーに変更があったため、部員による自己紹介と産

業観光部会発足からこれまでの経緯を説明した。 

  

3 協議事項 

（１） 平成 30 年度の活動計画 

  アクションプランを基に、平成 30 年度の活動は「ジオブランド商品を増やす」 

  「首都圏向けのモニターツアー」「見やすい HP のリニューアル」を行なうこととした。 

  ・モニター向けのツアーは「食とお土産」をセットに考える。 

  ・モニターツアーの実施についてはクラブツーリズムなど、現在連携をとっている観 

光業者に相談してみるのはどうか？ 

所   属 氏名 出・欠  所   属 氏名 出・欠 
神津牧場 須山 哲男 出  地元農業関係者 山田 正幸 欠 

下仁田ジオパークの会 森川 恵美子 出  地元農業関係者 下山 淳 欠 
下仁田町商業協同組合 今泉 浩之 出  下仁田ねぎの会 田中 芳重 欠 

町産業代表 小林 徹 欠  観光係長 園部 宏規 欠 
上信電鉄 小島 博 欠  農業係長 大河原 覚俊 出 

下仁田ジオパークの会 黒沢 雅史 欠     
商工会青年部 中澤 宏直 欠  下仁田町自然史館 岩井 実 出 
商工会女性部 高橋 悦子 出  〃 関谷 友彦 出 
飲食店組合 佐藤 二郎 出  地域おこし協力隊 片山 美雪 欠 



  ・モニターツアーの実施と同時に「売れる」ツアーを考えて行くことが大事。 

   ウォーキングでも町歩きでも面白く話せる人は魅力。 

 

（２）ジオブランド運用、次回の募集について 

  （提案された意見） 

・募集するだけではなく、研修などで外部へ PR できるお土産品も作ってもらうように 

  してはどうか。（部会から依頼する） 

 ・昨年認定されたものに、ブランド登録証を出したり、ジオツアーの際にガイドがブラ

ンド登録の店を紹介するなどブランド登録するメリットをつくる。 

 ・新規商品の募集をかけて、来年パンフレットを作成。 

  スケジュールは 9 月広報で募集開始、2-3 月の協議会で承認。ここで募集締め切った

ものをパンフレットに掲載する。 

  

4 その他 

  ・ジオパーク審査員の柚洞氏（鳥取環境大学）を 8/8（水）-9（木）までお招きし、 

その中で 8/9（木）に拡大推進運営委員会を行ないます。 

  ・商工会の講演会のなかで経済産業省がいま、ジオパークに力を入れているという話

がありました。 

  ・カツ丼スタンプラリーのスタンプの一つに自然史館を入れてもらうようにカツ丼の 

会にお願いしてみてはどうか。 

 

5  閉会 

 

 


